
 

 

 

 

 

 

 

居住地校交流について 
 保護者の皆様の中には、「小学校で一緒だったお友だちと、継続して顔を合わせる機会が

ほしいなあ。」「将来、地域の中で暮らすために地域の子どもたちと継続して交流していきた

いな。」といった思いがあるかもしれません。また、本人が「小学校で一緒だった友達と会

って話がしたいなあ。」「一緒に授業を受けてみたいなあ。」という思いがあるかもしれませ

ん。 

 このような願いを実現させるため、生徒が保護者と共に居住地にある学校に出向いて交流

を行う活動が「居住地校交流」です。 

 

居住地校交流のご案内 

県立新発田竹俣特別支援学校 

 

 

 

 

交流は本人と保護者の希望でスタート 

 

当校職員が、居住地校に交流を依頼 

 

担当者で、日程の調整・交流内容の検討・担当職員の確認を行う 

 

本人・保護者・担当職員で事前打ち合わせを行う 

 

 
居住地校交流 

 ○行事などの見学・参加 

 ○特別支援学級との交流 

 ○通常学級との交流  など 

＊生徒の送迎と付き添いは保護者

が行うこととなります。詳しく

は、「居住地校交流の基本事項」を

ご覧ください。 

居住地校交流までの流れ 
 


